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はじめに
本書は、SIEMENS 社製 PLC（S7-1200）と GX10/GX20/GP10/GP20 ペーパレスレコーダ ( 以
下、GX/GP と表記 )、GM データアクイジションシステム ( 以下、GM と表記 ) の接続手順
を説明したものです。
詳細については、一般仕様書（GS 04L53B51-01JA）や PROFINET 通信ユーザーズマニュ
アル（IM 04L51B01-22JA）を参照してください。

■ 対象商品
GX10/GX20/GP10/GP20 ペーパレスレコーダ（リリース番号：R5 以降）または GM デー
タアクイジションシステム（リリース番号：R5 以降）と GX90NW ネットワークモジュー
ル（PROFINET 通信）

■ ご注意
・ 本書の内容は、性能・機能の向上などにより将来予告なしに変更することがあります。
・ 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気きの

ことがありましたら、お手数ですが、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
・ 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。

■ 商標
・ 本書で使用の当社製品名またはブランド名は、当社の商標または登録商標です。
・ Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国

における登録商標または商標です。
・ Adobe および Acrobat は、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商

標です。
・ 本書では各社の登録商標または商標には、™ マーク、® マークは表示していません。
・ 本書で使用の各社製品名は、各社の商標、または登録商標です。
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1.接続

1.接続<S7 PLCをSMARTDAC+（GX90NW装着）に接続>

 設定

PROFINETマスタ PROFINETスレーブ

モデル名 製造 設定ソフトウェア

PROFINETマスタ S7-1200 *1 SIEMENS TIAポータル *2

PROFINETスレーブ SMARTDAC+
(GX/GP/GM)

YOKOGAWA Web アプリケーション *2 本書で使用しているソフトウェアの
バージョンはV 15.1です。

*1 本書で使用しているPLCの機種は
CPU 1211 Cです。

<注記>
PROFINET通信にはPROFINET
通信対応ケーブルを使用してください。
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2. SMARTDAC+の設定

2. SMARTDAC+の設定

 GX90NW装着位置
 GX90NWは、次の位置に取り付ける必要があります。

• GX10/GP20 ：SLOT 9
• GX10/GP10 ：SLOT 2
• GMシステム ：メインユニット正面向かって一番左側

 接続
 SMARTDAC+のEthernetポートとGX90NWのEthernetポートを接続します。

GX20 GX10

GM10

<注記>
GX90NWを使用する場合は、モジュールの制
限に留意してください。
一般仕様（GS 04L53B51-01JA）を参照。

<注記>
使用するEthernetケーブルは次のとおりです。
・シールド付きツイストペア (STP)
・CAT5以上
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2. SMARTDAC+の設定

 本体設定
 SMARTDAC+のEthernetポートとPCをEthernetケーブルで接続します（図1）
 再構築（図2）
 ModbusサーバON（図3）
 GX90NWの設定（図4）

• IPアドレス
• データ更新周期
• 未更新のエラー検出しきい回数

 GX90NWのPROFINETポートのLEDが緑色に点灯（図5）

図1

図2 図3 図4 図5

2. SMARTDAC+の設定（注記）

 Modbusクライアント接続制限機能
 GX90NWを使用する場合は、Modbusクライアントの接続制限機能の設定に注意してください。

Modbusクライアント接続制限機能をオフにします（図1）
または、ONにする場合はGX90NWのIPアドレスを登録してください（図2）

図1 図2
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3. PLC（S7-1200）の設定

3. S7 PLCの設定<接続>

 接続
 TIAポータルがインストールされたPC、SMARTDAC+、およびS7 PLCをPROFINETのネットワークに接続します。
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3. S7 PLCの設定<初期設定>
1. 「新しいプロジェクトの作成」をクリックします
2. プロジェクト名などを入力します
3. 「作成」をクリックします

2
3

<注記>
TIA-Portalをすべて動作させるには
ライセンスが必要です。

1

3. S7 PLCの設定<初期設定>
1. 「デバイスの構成」をクリックします
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3. S7 PLCの設定<初期設定>
1. 「新しいデバイスの追加」をクリックします
2. デバイスを選択します
3. 「追加」をクリックします

デバイスを選択してください

1 2

3

3. S7 PLCの設定<GSDMLファイルの読み込み>
1. 「オプション」→「GSDファイルの管理」を選択します
2. SMARTDAC+のGSDMLファイルのソースパスを選択します
3. SMARTDAC+のGSDMLファイルを選択します
4. 「インストール」をクリックします

1

3
4

2

<注記>
GSDMLのダウンロード先等については、
ユーザーズマニュアル（IM 04L51B01-
22JA）を参照。
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3. S7 PLCの設定<ネットワークの構築>
1. 「ネットワークビュー」をクリックします
2. 「GX90NW」をネットワークビュー上にドラッグ&ドロップします
3. S7とGX90NWのPROFINETポートの間に線を引きます

2

3

1

3. S7 PLCの設定<PLC IPアドレス/サブネットマスク>
1. 「デバイス構成」をクリックします
2. 「デバイスビュー」をクリックします
3. Ethernetポートをクリックします
4. 「プロパティ」をクリックします
5. 「イーサネットアドレス」をクリックします
6. IPアドレス、サブネットマスクを入力します
7. デバイスネームを入力します

2

3

45

6

1

<注記>
「PROFINETデバイスネームの自動生成」にチェックを入れると
自動的にS7のデバイスネームが設定されます。

7
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3. S7 PLCの設定<GX90NW IPアドレス/デバイスネーム>
1. 「デバイス構成」をクリックします
2. 「デバイスビュー」をクリックします
3. 「プロパティ」をクリックします
4. 「イーサネットアドレス」をクリックします
5. IPアドレスを入力します
6. デバイスネームを入力します

2

34
5

<注記>
「PROFINETデバイスネームの自動生成」にチェックを入れると自
動的にGX90NWのデバイスネームが設定されます。

6<注記>
IPアドレスは自動的に設定されます。必要
に応じて変更してください。

1

3. S7 PLCの設定<GX90NW デバイスネームの割り当て>
1. 「オンラインアクセス」をクリックします
2. PCのポートを選択します
3. 「アクセス可能なデバイスの更新」をクリックします

4. デバイスを選択し、「オンライン＆診
断」を選択します

5. 「ファンクション」をクリックします

6. 「 PROFINETデバイスネームの
割り当て」をクリックします

7. デバイスネームを割り当てます
8. 「名前の割り当て」をクリックします

7

1
2
3 8

6

4

5

<注記>
前述で設定したデバイスネームを設定します。
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3. S7 PLCの設定<S7への設定のダウンロード>
1. 「PLC」をクリックします
2. 「デバイスへのダウンロード」をクリックします
3. PCのポートを選択します
4. 「検索の開始」をクリックします

8

2

3

5

4
6

10 11

5. PLCを選択します
6. 「ロード」をクリックします
7. 必要に応じて操作を選択します

8. 「ロード」をクリックします
9. 「終了」をクリックします
10.「オンライン接続」をクリックします
11.「CPUのスタート」をクリックします

9

7

1
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4. 設定例

4. 設定例

 設定例
 データの読み込み

• SMARTDAC+のアナログ入力1～10チャネル（SLOT 0）をS7に読み込む
 データの書き込み

• S7のアナログ入力0～1チャネルをSMARTDAC+に書き込む
機器の制御

• S7のDI0でSMARTDAC+の記録開始/停止の制御
（Low→High：記録開始、High→Low：記録停止）



TI 04L53B51-01JA

11

2022.09.16-00

4. S7 PLC<タグテーブル>の設定
1. 「PLCタグ」を使います
2. 必要事項を入力します

1

2

オペランド識別子
I：入力
Q：出力
M：メモリ

<注記>
SMARTDAC+の周期データについては、ユーザーズ
マニュアル（IM 04L51B01-22JA）を参照。

4. S7 PLCの設定<PLCの値をSMARTDAC+の通信チャネルに書き込む>
1. 「プログラムブロック」を使います
2. 「MOVE」関数を使ってプログラミングします

1
2

PLCのアナログ入力値(%IW 64、%IW 66)をSMARTDAC+
通信チャネル(%QD 64,%QD 68)へ書き込む
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1

2DI0が「OFF」の場合
アドレスMW61に「2」が書き込まれます。
SMARTDAC+の記録停止を意味します。

DI0が「ON」の場合
アドレスMW60に「1」が書き込まれます。
SMARTDAC+の記録開始を意味します。

DI0が0から1（OFF⇒ON）になった
場合は、1回だけ信号を送ります。

DI0が1から0 （ON⇒OFF）になった場合は、
1回だけ信号を送ります。

4. S7 PLCの設定<記録の開始/停止>
1. 「プログラムブロック」を使います
2. 「MOVE」、「WRREC」関数を使ってプログラミングします

* IM04L51B01-22JA

4. S7 PLCの設定<リアルタイム動作と値の確認>
1. 「すべてモニタ」をクリック
2. リアルタイムの動作と値を確認できます

1

1 <注記>
PLCはオンライン状態である必要があります。
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技術資料　改訂情報
資料名称 : SIEMENS 社製の PLC（S7-1200）と SMARTDAC+ との接続手順

資料番号 : TI 04L53B51-01JA

2022年9月／初版
新規発行

■ 著作者 横河電機株式会社
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